
新型コロナウイルス
感染拡大下におけるカゴメの対応
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原材料調達 生産 物流、販売 生活者

調達の安定化を目的にトマト、ニンジン
などの主要原材料の産地を分散化

グローバルな調達ネットワークを構築

欧州、豪州などのトマト一次加工拠点の
グループ化

新物流会社F-LINEによる効率的な
物流体制の構築

「野菜生活100Smoothie」や
季節限定シリーズなどの販売による需要創造

EC、通販など新たな販売チャネルの開拓

「品質第一」の考えに基づく安心・安全な
商品の供給

生産拠点の集約化、生産能力の強化、
生産効率の向上

内製・外製比率の最適化

野菜需要を喚起するキャンペーンの実施

様々な食育支援活動

生活者でもあるファン株主との
コミュニケーション
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需給の状況に応じた柔軟な調達の実施
● ソーシャルディスタンスの確保
● 少人化・自動化の加速
● 地域人材の積極雇用
● 生産増に応じた生産体制の構築

● 主要原材料や資材の早期確保
● 主要トマト原料の全エリアからの

調達体制づくりの検討

徹底した感染予防対策による生産活動継続 将来の環境予測を踏まえた
柔軟な需給調整の実施

訪問に代わる営業ツールの開発

新商品の絞り込みとEC、通販での販路拡大

健康増進や免疫力の向上に貢献できる
商品の提供

内食需要に応えるメニュー提案強化

Web工場見学など生活者との
新たなコミュニケーション機会の構築

カ
ゴ
メ
の
対
応

ヒト・モノの流れがストップすることによる
原材料調達懸念の高まり

食料輸出制限など食料ナショナリズムの台頭

安定生産・供給体制が維持できないリスク
● 生産現場での感染者発生による生産休止のリスク
● 労働者の確保が難化するリスク
● 急激な需要変動による負荷

各種キャンペーン機会の延期

外食需要の急激な減少

生活者とのコミュニケーション機会の減少

急激な需要変動に伴う需給調整の難化

外出自粛に伴う商談機会の減少

新商品の販売などが予定通り進まないリスク
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新型コロナウイルスの感染が世界中で拡大し、社会や経済へ深刻な影響を及ぼしています。また、アフターコロナの

世界においては、新しい価値観の出現やライフスタイルの変化が予想されます。このような中、カゴメがこれまでに検

討してきたBCPがどのように役立っているか、また、新たにどのような対策を実施してこの難局を乗り越え、食を通じ

て社会に貢献していけるのか。カゴメの取り組みをご紹介します。（2020.5.31までの情報に基づいて作成）
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コロナ影響下における
今後の取り組み

新型コロナウイルス
対策本部の設置

原則在宅勤務の
実施

2020年7月末まで、
商品供給関与部門を除く

社長指揮下の組織

週1回の頻度での定例会議を実施

各部門の状況を共有、対策内容に
ついて迅速に意思決定

各国政府や地方自治体の
指導を踏まえた対策を統括

緊急事態宣言の対象地域が全
国に拡大して以降、国内すべて
の事業所において原則在宅勤務
を実施しています。これまでカゴ
メは、2014年度より「働き方の
改革」を実施し、働きやすく働き
がいのある会社を目指してきま
した。時差通勤やフレックスタイ
ム、テレワークなどの各種制度
を導入し、従業員の働き方の自

由度を高め、自律的な生産性
の向上につなげています。同
時にこれを支えるインフラ環
境を整備してきた結果、初め
ての経験となる今回の全社的
な在宅勤務にも、大きな混乱
もなく対応できています。

これまで自己資本比率は概ね高
い水準であり、外部機関からの信
用格付もA（安定的）を維持してき
ました。今回の新型コロナウイル
ス拡大による資金調達環境の逼
迫に備えて、約200億円の借入を
実施しました。本借入に伴う金融
費用の増加は、当社グループの連
結業績に対して重要な影響はあ
りません。

対策本部の構成

本部長

事務局

メンバー

対策本部の基本方針

代表取締役社長

総合リスク対策会議

社内取締役、執行役員、
各本部長、広報部長 他

安定的な
財務基盤の構築

社会への貢献

出勤者のいない東京本社（2020年4月）

リモートワーク中の従業員

②外部環境の変化を捉えた
今後の取り組み

外部環境の変化

食を巡る消費者の価値観、行動変化1

● 外食の需要減、食品宅配・ネットスーパーの
需要増

● 「健康」を意識した新たな価値観、消費行動
● 食料ナショナリズムの台頭

今後の取り組み

ライフスタイルの変化2

● 移動や旅行の減少
● 在宅勤務、対面を伴わないビジネスの定着
● コミュニケーションの多様化

● 内食需要に応えるメニュー提案強化
● EC、通販での販路拡大
● 健康増進や免疫力の向上に貢献できる

商品の提供
● 消費者との新たなコミュニケーション

機会の構築
● コロナ終息後の社会を予測した

事業やリソースの取捨選択

［ 国内 ］

①2020年度第1四半期業績
への影響

巣ごもり消費の加速による、調味料
などの家庭用商品の販売増加

［ 国際 ］
外食産業の営業規制を含むロック
ダウンの広がりにより、外食産業向け
事業の売上が減少

オフィス街コンビニの売上減少や業務
用市場の縮小による、一部飲料や業
務用食品の販売減少

カゴメグループの従業員に感染者・
重症者を発生させない、取引先に
も発生させない。

食品メーカーとしてライフライン
である商品の供給を最優先すべ
く、サプライチェーンの全ての状況
を絶えずチェックする。 

これまでの対応の主なトピックス

医療機関に寄付した野菜ジュース

感染防止対策をしながら勤務する工場の従業員

1

2

外部格付の状況

格付投資情報センター（R&I）

日本格付研究所（JCR）

格付格付機関 格付の方向性
安定的
安定的

A
A

資産

うち現金及び現金同等物

負債

うち借入金

資本

2020/3/31

2,096

418

1,029

459

1,067

2019/12/31

2,011

272

897

291

1,113

バランスシートの変化 （単位：億円）

「食品メーカーとしてライフライ
ンである商品供給責任を果たす」
ことを基本方針とし、商品供給に
直接関与する部門の従業員の健
康と安全に最大限配慮しながら、
商品の安定生産を続けています。
また、新型コロナウイルス感染拡
大と戦う自治体や医療従事者の
方に対する支援として、各自治体
や医師会を通して野菜飲料の無

償提供を行っています。20年
5月30日現在、東京都医師会、
神奈川県、和歌山県、大阪府な
どに向けて、約5.2万本の提供
を行っています。これからも、
最前線で奮闘されている皆様
に野菜飲料をお届けしていき
たいと考えています。
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